
　

　
こ
の
度
、
新
し
く
宇
都
宮
市
議
会
自
由
民
主
党
議

員
会
会
長
に
な
り
ま
し
た
黒
後
久
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
わ
が
会
派
の
26
名
の
議
員
は
、
宇
都
宮
市
議
会
の

最
大
会
派
と
し
て
、
そ
し
て
与
党
と
し
て
、
全
力
を

傾
け
議
員
活
動
に
日
々
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
活
動
の
中
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
活
動
の
内
容

等
に
つ
い
て
つ
ま
び
ら
か
に
周
知
す
る
と
い
う
広
報

広
聴
活
動
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
会
派
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載
や
広
報
誌
発
行
な
ど
を
重
要
な
活
動
で
あ

る
と
捉
え
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
い
た
だ
く
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　
政
治
へ
の
関
心
が
低
い
と
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
を
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
政
治
へ
の
関

心
が
高
く
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
　
今
後
と
も
、
51
万
市
民
の
負
託
に
応
え
、
幸
せ
で

豊
か
な
生
活
を
市
民
の
皆
様
が
送
れ
る
た
め
に
、
思

い
や
り
の
あ
る
市
政
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



　
―
基
幹
・
幹
線
公
共
交
通
、

自
転
車
交
通
、
地
域
内
交
通
の

総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
必
要
。
人
や
環
境
に

大
切
な
自
転
車
の
利
便
性
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
、

よ
り
広
い
視
点
か
ら
の
取
り
組

み
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。
ま
た
、
地
域
内

交
通
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
全
市
に
広
め

て
い
く
の
か
。

佐
藤
市
長
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
東
西
基

幹
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
市
民

に
示
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
「
（
仮
称
）
自

転
車
の
ま
ち
推
進
計
画
」
策
定

に
向
け
、
今
年
度
は
基
礎
調
査

を
実
施
す
る
。
地
域
内
交
通
に

つ
い
て
は
、
全
市
域
に
お
い
て

一
日
も
早
く
導
入
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

�
経
済
危
機
対
策

�
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

�
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
市
長
の
行
動

◆
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

�
栃
木
県
の
財
政
健
全
化
プ
ロ

グ
ラ
ム

�
税
制
改
正
に
伴
う
市
税
の
減

税
措
置

�
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整

備
事
業
に
つ
い
て

�
辞
退
届
提
出
に
至
っ
た
理
由

と
法
的
責
任

�
今
後
の
整
備

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

�
教
育
委
員
の
役
割

�
小
中
一
貫
教
育
制
度
推
進
の

た
め
の
取
り
組
み

　
―
小
幡
・
清
住
地
区
の
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
、
住
民
と

の
話
合
い
の
進
捗
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
地

域
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
早
期

に
市
街
地
整
備
に
着
手
す
べ
き
。

佐
藤
市
長
　
小
幡
・
清
住
地
区

は
、
都
心
環
状
線
な
ど
重
要
な

都
市
計
画
道
路
の
整
備
や
住
環

境
の
改
善
な
ど
整
備
が
必
要
な

地
区
で
あ
り
、
防
犯
・
防
災
な

ど
地
区
の
問
題
も
年
々
深
刻
化

し
て
お
り
、
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
。
「
清
住
地
区
」

と
「
小
幡
東
部
地
区
」
に
分
け

て
話
合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
用
地

買
収
に
着
手
し
て
い
く
。
地
区

の
実
情
や
住
民
の
意
向
も
踏
ま

え
、
多
様
な
方
法
を
活
用
す
る

な
ど
円
滑
に
市
街
地
整
備
が
図

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

�
北
朝
鮮
の
核
実
験

�
歴
史
教
育

�
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
の
整
備

�
千
手
・
宮
島
地
区
の
再
開
発

事
業

◆
環
境
行
政
に
つ
い
て

�
環
境
学
習
の
推
進

�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
分
別
収
集

◆
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

�
救
急
医
療
体
制

�
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

�
飼
い
主
の
い
な
い
猫
対
策

◆
市
民
に
親
し
ま
れ
る
市
役
所

づ
く
り
に
つ
い
て

�
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

お
け
る
市
民
の
利
便
性
の
向

上

　
―
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
組
織
」

に
つ
い
て
、
人
材
の
発
掘
・
育

成
と
活
用
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

作
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

事
務
局
機
能
の
強
化
や
活
性
化

の
た
め
の
支
援
が
必
要
。

佐
藤
市
長
　
地
域
ま
ち
づ
く
り

組
織
は
、
地
域
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
重
要
な
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
人
材
の
発

掘
、
育
成
、
活
用
は
多
く
の
地

域
に
共
通
す
る
重
要
な
課
題
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
事
務
局
機

能
の
強
化
が
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
支
援
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
岡
本
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

�
岡
本
駅
周
辺
の
今
後
の
「
地

域
別
構
想
」

�
岡
本
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

業
◆
河
内
地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

�
河
内
総
合
運
動
公
園
「
多
目

的
広
場
」
完
成
後
の
全
体
の

利
用
計
画

�
河
内
総
合
運
動
公
園
、
駐
車

場
の
確
保

�
各
種
運
動
施
設
利
用
の
負
担

軽
減

◆
河
内
地
域
の
資
源
の
活
用
に

つ
い
て

�
河
内
地
域
の
資
源
の
保
全
・

活
用

�
施
設
に
対
し
て
の
修
繕
費
の

支
援

◆
地
域
自
治
拠
点
の
整
備
に
つ

い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

�
外
国
人
児
童
生
徒
教
育
推
進

計
画
の
特
長
と
重
点
施
策

　
―
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
接
種
助
成
の
早
急
な
実
施
を

強
く
求
め
る
。

桜
井
保
健
福
祉
部
長
　
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
国
に
お
い
て
、
基

準
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

本
市
の
死
因
別
死
亡
者
数
の
過

去
10
年
間
の
推
移
で
は
、
肺
炎

は
、
悪
性
新
生
物
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
に
次
い
で
第
４
位
。

　
今
後
、
国
の
動
向
な
ど
を
見

極
め
な
が
ら
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
助
成
制
度
の
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
本
市
が
目
指
す
学
校
教
育
の

あ
り
方
と
展
望
に
つ
い
て

�
県
立
高
校
再
編
に
関
す
る
本

市
の
姿
勢

�
本
市
の
一
貫
し
た
学
校
教
育

の
構
築
に
お
け
る
市
立
高
校

の
設
置

�
企
業
の
積
極
的
な
学
校
へ
の

関
わ
り
を
促
す
企
業
寄
付
（
広

告
寄
付
）
制
度
の
導
入

�
地
域
学
校
園
と
公
教
育
と
し

て
の
均
等
あ
る
本
市
教
育
の

確
立

◆
小
学
校
の
「
子
ど
も
の
家
」

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◆
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

�
市
体
育
館
改
修
と
駅
東
地
区

整
備

�
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
研
究
組
織

の
設
置

�
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
祭

◆
食
肉
市
場
に
関
わ
る
本
市
の

姿
勢
に
つ
い
て

◆
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て



　
札
幌
市
の
「
山
口
斎
場
の
建

設
及
び
管
理
運
営
」
、
釧
路
市

の
「
中
小
企
業
基
本
条
例
」
と

「
こ
ど
も
遊
学
館
」
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

　
札
幌
市
で
は
、
保
健
所
生
活

環
境
課
生
活
環
境
係
長
ら
か
ら
、

斎
場
の
建
設
及
び
管
理
運
営
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
斎
場
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
釧
路
市
で
は
、
担
当
課
長
か

ら
「
中
小
企
業
基
本
条
例
」
の

基
本
的
考
え
方
、
取
り
組
み
内

容
、
事
業
実
施
効
果
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
「
こ
ど
も

遊
学
館
」
の
施
設
を
現
地
調
査

し
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
遊
学
館
」
は
開
館

後
４
年
が
経
過
し
た
が
、
入
館

者
数
も
減
っ
て
お
ら
ず
人
気
が

あ
る
よ
う
で
す
。
市
民
が
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
に
参
画
し
て
い

て
、
市
民
が
施
設
を
支
え
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
仕
組
み
を
と

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
お
お
い
に

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
松
山
市
の
「
坂
の
上
の
雲
の

ま
ち
松
山
　
安
全
・
安
心
な
み

ち
づ
く
り
整
備
計
画
」
、
高
松

市
の
「
高
松
市
立
新
設
統
合
第

一
小
・
中
学
校
建
設
事
業
」
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
松
山
市
で
は
、
坂
の
上
の
雲

ま
ち
づ
く
り
担
当
職
員
か
ら
、

「
坂
の
上
の
雲
」
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
に
つ
い
て

具
体
的
な
取
り
組
み
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も

十
分
に
活
か
せ
る
手
法
で
あ
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
高
松
市
で
は
、
「
新
設
統
合

第
一
小
・
中
学
校
建
設
事
業
」

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

小
中
一
貫
校
・
小
中
一
貫
教
育

方
式
は
、
宇
都
宮
市
で
も
、
市

内
中
心
部
の
生
徒
数
の
減
少
し

て
い
る
小
・
中
学
校
で
実
施
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
議
会
等

に
お
い
て
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
福
山
市
の
「
賑
わ
い
の
あ
る

道
づ
く
り
事
業
」
と
「
福
山
ば

ら
祭
り
」
、
伊
丹
市
の
「
読
む
・

書
く
・
話
す
・
聞
く
」
こ
と
ば

文
化
都
市
伊
丹
特
区
推
進
事
業

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
福
山
市
で
は
、
基
本
的
考
え

や
取
り
組
み
内
容
、
事
業
実
施

効
果
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
本
市
の
宮
ま
つ
り
等
の
イ

ベ
ン
ト
実
施
場
所
の
ア
イ
デ
ア

や
工
夫
を
今
後
積
極
的
に
展
開

す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
伊
丹
市
で
は
、
担
当
職
員
か

ら
説
明
を
受
け
教
育
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
ま
し
た
。
本
市
で
も
、

伊
丹
市
の
よ
う
に
、
日
本
語
の

基
礎
を
重
要
に
し
、
文
化
や
ゲ

ー
ム
感
覚
で
楽
し
さ
を
交
え
た

日
本
語
教
育
が
必
要
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　市民の方から本紙をはじめとする

当会の活動等に関する数多くのご意

見・ご要望等が寄せられています。

　下記にその一部をご紹介します。

◎男性

　健康保険証を送るときにケース

も一緒に送ってほしい。

　高齢受給者証の大きさが以前の

健康保険証と同じ大きさなので、

現在の健康保険証の大きさにして

ほしい。そうすれば、ケースに一

緒に入れておけるので、是非同じ

大きさにするよう提案します。

※次回からケースも同時に送ること

にしています。

◎男性

　議員は政策提案と行政の監視監

督が仕事。LRTについて市長は選

挙で市民と議会に説明をし、YES

ならやるけどNOならやらないと言

っているが、議員一人ひとりはど

う思っているのか。

◎女性

　表紙の写真がけしからん。議員

は公式の場所ではきちんとした服

装で威厳をもってもらいたい。ほ

かはいい。

◎男性

　この不景気の時、市職員の給料

やボーナスのカット、議員の報酬

カットをしてでも、高齢者対策を

すべきだ。民間の会社では、給料

カットやボーナスなしが当たり前

なのに市の職員や議員は、自分の

取り分を確保して市民のことなど

考えてない。

　10年後には高齢者が増え、どう

対処していくのか。

　LRTについて、清原工業団地の

通勤の車を減らすことや市税の確

保のためというけど、今回のよう

な不景気になれば、企業は撤退や

人員削減などで乗客は減るでは、

どうするんだ。市の職員が責任を

取って金を払うのか。

◎「自転車のまち、宇都宮」と言っ

ているのに何もしてないのではな

いか。

◎中心市街地での禁煙を実施してく

れたのは大変ありがたいことです

が、イベントなどで禁煙・喫煙所

を徹底してほしい。

◎自由民主党議員会の発行した「市

民と議会を結ぶ　夢・うつのみや」

を拝見しました。平成21年度予算

審議お疲れ様でした。

　私が住まわせて頂いています河

内地区は合併して２年が経過しま

したが、第５次宇都宮市総合計画

の目標「くらしいきいき、まちキ

ラキラ、つながる人・夢のみや、

うつのみや」の「ネットワーク型

コンパクトシティ」を形成する為

にも岡本駅周辺整備を推進するこ

とにより地区公共交通網の整備が

充実するものと考えます。その基

礎基盤ともなる「岡本駅西土地区

画整理事業」費が緊縮財政の中に

あって１億３千万円強の11億

4,778万円予算化されましたこと

へのご尽力と整備促進を大いに期

待しています。51万都市宇都宮市

の中での、河内地区の役割と地区

住民の住み続けたい河内づくりへ

のヒントが平成21年度予算に編成

されている思いがしました。

　議員の皆様時節柄ご自愛下さい、

益々のご活躍をご祈念申し上げま

す。

◎男性

　議員活動の一端が垣間見えて、

結構なものだと思います。議会会

報とかぶらない、具体的な政策提

言・活動報告をまめにお願いした

い。

　これからもできるだけ多くのご意見

を掲載したいと思います。

釧路市（こども遊学館）

松山市（安全・安心なみちづくり）福山市（賑わいのある道づくり）



　北朝鮮が国連決議等に反して２回目の核実験を強行したこ

とは、我が国を含む地域の平和と安全を脅かし、「平和宣言

都市・宇都宮」の市民の思いを踏みにじる暴挙です。

　本市議会として強く抗議の意思を表明するとともに、北朝

鮮に対して断固たる行動をとるよう、政府に強く要望するた

め、「北朝鮮の核実験に抗議する決議」を可決しました。

　基地所在に伴う特殊な財政需要の増大等により、基地関係

市町村の行財政運営は大変厳しい状況にあります。基地対策

予算の増額等について、国に強く要望するため、基地交付金

の対象資産の拡大や特定防衛施設周辺整備調整交付金の増額

などを求める「基地対策予算の増額等を求める意見書」を可

決しました。

　地上デジタル放送を視聴するためには、テレビ・チューナ

ーの購入や共聴施設の新設・改修等が必要であり、住民の負

担は大きいものとなっています。

　地上デジタル放送への円滑な移行に向け、アナログ放送と

同様の放送エリアの確保や難視聴対策に関する支援や補助制

度の新設・拡充、受信機器購入経費に対する支援拡大、アナ

ログテレビのリサイクル活用方策などを、国に強く要望する

ため、「地上デジタル放送への円滑な移行に向けた積極的な

支援を求める意見書」を可決しました。


